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始
め
に
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
の
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
の
利
尻

漁
協
に
お
け
る
町
内
の
漁
業
生
産
額
は
、
計

画
し
て
い
た
十
六
億
四
千
七
百
万
円
を
二
億

六
百
万
円
下
回
る
十
四
億
四
千
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
漁
船
漁
業
の
不
振
に
加
え
、
世
界

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
食
品
産
業
へ
の
影
響
や
需
要
の

減
少
・
魚
価
安
な
ど
、
漁
業
者
に
と
っ
て
は

厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
は
、

水
産
資
源
の
適
切
な
管
理
と
水
産
業
の
成
長

産
業
化
を
両
立
さ
せ
、
将
来
を
担
う
若
者
に

と
っ
て
漁
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
け
る
水
産
振
興
の
取
り
組
み

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
担
い
手
対
策
で

は
、
新
た
に
三
名
の
漁
業
後
継
者
に
対
し
磯

船
を
贈
呈
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
る
二
月
二
十
七
日
に
札
幌
市
で

行
わ
れ
た
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
に

鬼
脇
地
区
の
三
名
の
研
修
生
受
入
希
望
漁
家

が
参
加
し
て
お
り
、
新
た
に
研
修
生
の
受
入

れ
が
決
ま
っ
た
際
に
は
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
住
宅
の
確
保

に
つ
い
て
は
漁
業
協
同
組
合
や
地
域
と
も
連

携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
が
行
う
水
産
関
連
事
業
に
つ
い
て

で
す
が
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
で
は
鬼
脇
南

部
魚
礁
設
置
工
事
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
港
関
係
で
は

雄
忠
志
内
漁
港
の
機
能
保
全
事
業
を
、
海
岸

関
係
で
は
雄
忠
志
内
海
岸
の
津
波
・
高
潮
危

機
管
理
対
策
緊
急
事
業
に
よ
る
護
岸
整
備
を

継
続
し
て
実
施
し
、
海
岸
域
に
お
け
る
防
災

機
能
と
静
穏
域
の
形
成
に
よ
る
「
海
を
育
む

海
岸
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
離
岸
堤
設
置

や
増
養
殖
場
の
造
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各

関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

港
湾
関
係
で
は
、
国
直
轄
事
業
と
し
て
鴛

泊
港
鬼
脇
港
区
の
南
防
波
堤
改
良
工
事
の
継

続
実
施
の
ほ
か
、
内
港
の
マ
イ
ナ
ス
二
・
〇

ｍ
物
揚
場
の
改
良
工
事
が
新
規
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
漁

業
者
と
調
整
し
円
滑
な
事
業
実
施
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
観
光
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
極
め
て
深
刻
な
打
撃
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
上
期
に
お
け
る
観
光
客
の
入

込
数
は
三
万
二
千
四
百
人
で
前
年
同
期
比
七

十
三
％
の
減
少
、
宿
泊
客
延
数
は
三
万
八
百

人
で
五
十
五
％
の
減
少
と
い
う
数
字
が
示
す

よ
う
に
、
観
光
産
業
全
体
が
事
業
の
継
続
と

雇
用
の
維
持
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
全
国
的
な
感
染
状

況
を
見
極
め
つ
つ
、
国
の
「
G
O
T
O
ト
ラ

ベ
ル
事
業
」
や
北
海
道
の
「
ど
う
み
ん
割
事

業
」
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

こ
と
で
新
規
感
染
者
は
減
り
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
油
断
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
思
っ
て
お

り
、
町
民
皆
様
方
に
も
我
慢
を
強
い
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
九
月
三
十
日
に
は
、
利
尻
島
内
で

初
め
て
利
尻
郡
各
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、

自
治
行
政
が
始
ま
っ
た
一
八
八
〇
年
、
明
治

十
三
年
を
起
源
と
し
て
利
尻
富
士
町
開
町
百

四
十
年
・
町
名
変
更
三
十
年
記
念
式
典
を
挙

行
し
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
利
尻
富
士
町
が
未
来
に
向

け
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
理
想
郷
建
設
に
邁

進
す
る
こ
と
を
皆
様
に
お
誓
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
が
町
民
皆
様
方
か
ら
激
励
を
受
け
、
町

長
に
就
任
し
て
か
ら
二
期
八
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
基
本
的
な
考
え
を
変
え
ず
に
申
し
上

げ
て
い
る
と
お
り
、
五
つ
の
政
策
方
針
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
今
議
会
に
関
連
す
る
令
和

二
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
三
年
度
各

会
計
予
算
を
編
成
し
、
各
条
例
や
規
約
の
一

部
改
正
な
ど
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
利
尻
富
士
町
ま
ち
づ
く
り
創
造
総
合
計
画
」

の
指
針
に
則
り
、
就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て
い

る
「
町
民
が
お
互
い
支
え
な
が
ら
暮
ら
す
」

こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
一
層
気
持
ち
を

強
く
し
、
様
々
な
ま
ち
の
課
題
に
全
力
を
傾

注
し
て
町
政
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
三
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会
三
月

会
議
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
に
臨
む

私
の
所
信
と
施
策
の
基
本
的
な
方
針
を
申
し

述
べ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
月
に
日
本
国
内
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
発
表
さ
れ
、

道
内
で
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
で
多

く
の
来
場
者
の
往
来
に
よ
っ
て
感
染
拡
大
が

み
ら
れ
た
こ
と
で
、
北
海
道
知
事
が
独
自
の

緊
急
事
態
宣
言
を
発
表
し
、
三
週
間
後
に
は

収
束
し
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
月
に
入
っ

て
再
び
感
染
が
拡
大
し
、
全
国
各
地
で
も
感

染
の
大
き
な
波
が
起
き
、
政
府
は
全
都
道
府

県
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
社
会
経
済
に
甚
大

な
影
響
が
及
ん
で
お
り
、
今
も
な
お
終
息
が

見
え
て
こ
な
い
感
染
症
で
す
が
、
「
三
密
対

策
」
や
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実
践
す
る
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ま
た
、
商
工
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
域

経
済
の
発
展
に
は
商
工
業
の
振
興
、
活
性
化

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
商
工
会
の
運

営
に
対
す
る
支
援
や
地
域
振
興
券
事
業
（
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
）
を
継
続
実
施
す
る

な
ど
、
町
内
商
工
業
者
の
事
業
継
続
の
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
人
国
境
離
島
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
フ

ェ
リ
ー
運
賃
に
つ
い
て
は
J
R
在
来
線
並
み
、

航
空
運
賃
に
つ
い
て
は
新
幹
線
並
み
と
本
土

と
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
離
島
運
賃

割
引
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
有
人

国
境
離
島
特
別
措
置
法
及
び
離
島
振
興
法
に

よ
り
、
水
産
物
や
水
等
の
輸
送
コ
ス
ト
の
軽

減
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
者
・
漁
協
・
行
政
が
一
体
と

な
り
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
等
を
活

用
し
、
漁
業
の
再
生
に
向
け
た
漁
場
の
改
善

と
種
苗
放
流
の
取
り
組
み
、
事
業
状
況
を
把

握
す
る
た
め
の
追
跡
調
査
、
水
産
物
の
需
要

拡
大
を
図
る
P
R
事
業
等
に
よ
り
、
生
産
力

向
上
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
け
る
よ
う

各
種
対
策
を
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

国
が
直
接
販
売
業
者
に
支
援
す
る
離
島
ガ
ソ

リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
同

様
に
実
施
さ
れ
、
航
空
路
線
運
賃
に
つ
き
ま

し
て
も
運
賃
の
低
廉
化
の
ほ
か
、
日
本
航
空

（
J
A
L
）・
全
日
空（
A
N
A
）と
も
、
お
客

様
の
よ
り
良
い
利
便
性
と
負
担
軽
減
を
図
る

ら
感
染
予
防
対
策
と
経
済
対
策
を
両
立
し
た

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
観
光
商
品
券
事
業
の
実
施
や
滞
在
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
柱
と
し
て
、
観
光
客
等

旅
行
者
の
需
要
に
見
合
う
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
観
光
協
会
の
運
営
や
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
、
温
泉
施
設
の
維
持
保

全
を
目
的
と
し
た
基
礎
調
査
の
実
施
や
温
泉

水
配
湯
車
両
の
更
新
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
、
異
文
化
体
験
な
ど
の
複
数
要
素
を

含
む
旅
行
形
態
を
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト

ラ
ベ
ル
」
と
い
い
、
世
界
的
に
市
場
規
模
が

年
々
拡
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
世
界
最

大
規
模
の
商
談
会
と
な
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト

（
A
T
W
S
）」
が
、
今
年
九
月
に
札
幌
市
に

於
い
て
ア
ジ
ア
圏
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
サ
ミ
ッ
ト
前
に
行

わ
れ
る
事
前
体
験
コ
ー
ス
に
、
本
町
の
「
日

本
最
北
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
」
の
採
択

が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て

も
数
年
先
の
訪
日
旅
行
の
可
能
性
を
見
据
え

て
、
受
入
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
他
、
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会

維
持
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
町
内
観
光
事

業
者
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
特
化
し
た

事
業
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
に
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
町
内
の
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
も
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
一
時
停
止
線
を

赤
色
に
表
示
し
安
全
な
通
行
の
確
保
と
、
冬

期
間
の
道
路
維
持
に
つ
い
て
は
町
民
の
方
々

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
効

果
的
な
除
排
雪
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
道
の
関
係
で
す
が
、
事
業
実
施
し
て
い

る
旭
浜
地
区
は
国
勢
橋
と
旭
浜
橋
が
今
年
度

で
完
成
と
な
り
、
そ
の
橋
梁
間
の
約
七
十
ｍ

の
道
路
本
体
工
事
と
、
野
中
・
石
崎
地
区
の

橋
梁
改
修
、
野
塚
地
区
の
落
石
対
策
調
査
等

が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
住
民
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
狭
隘
な
地

区
の
道
路
整
備
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
も
関

係
機
関
と
協
議
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
快
適
な
住
環
境
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
度
は
第
二
舟
見
ヶ

丘
団
地
（
鬼
脇
地
区
）
一
棟
四
戸
と
本
泊
団

地
二
棟
四
戸
の
個
別
改
善
工
事
の
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
鴛
泊
市
街
地
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
鴛
泊
市
街
地
整
備
促
進

期
成
会
の
皆
様
方
の
意
見
を
聞
き
策
定
し
ま

し
た
「
鴛
泊
市
街
地
街
並
み
環
境
整
備
方
針
」

を
具
体
化
し
、
事
業
化
す
る
た
め
の
調
整
会

議
を
開
催
し
て
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
日

常
生
活
を
維
持
し
、
経
済
活
動
を
支
え
る
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
安
心
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
責
務
と
し
、

水
質
及
び
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
供
用
開
始
か
ら
鴛

た
め
、
従
来
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
離
島
住

民
割
引
制
度
等
の
助
成
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

通
年
運
航
の
J
A
L
便
（
利
尻
―
丘
珠
間
）

は
、
昨
年
同
様
、
春
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
及
び
、
お
盆
期
間
の
増
便
に
つ
き
ま
し
て

も
運
航
す
る
予
定
で
あ
り
、
海
の
日
及
び
ス

ポ
ー
ツ
の
日
を
含
む
七
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
の
四
日
間
と
、
九
月
十
八
日
土

曜
日
と
二
十
日
敬
老
の
日
に
お
い
て
も
増
便

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
航
時
間
な

ど
決
定
次
第
周
知
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
五

月
六
日
よ
り
全
便
四
十
八
人
乗
り
の
新
型
機

種
A
T
R
機
に
よ
る
運
航
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
客
様
に
提
供
で
き
る
座
席

数
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

季
節
運
航
と
な
っ
て
い
る
A
N
A
便
（
利

尻
―
千
歳
間
）
は
、
昨
年
六
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
の

減
少
に
よ
り
減
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
年
に
つ
い
て
は
六
月
か
ら
九
月
ま
で

の
四
ヵ
月
間
、
現
在
の
と
こ
ろ
運
航
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
離
島
住
民
の

生
活
、
医
療
、
観
光
、
経
済
の
活
性
化
に
必

要
不
可
欠
な
生
活
路
線
で
あ
り
ま
す
の
で
運

航
事
業
者
に
赴
き
、
航
空
路
線
の
維
持
・
存

続
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
の
維
持
整
備
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鴛
泊
市
街
中
央
線
（
バ
イ
パ
ス
）
、
鴛
泊
市

街
三
号
線
の
改
良
工
事
と
、
姫
沼
線
の
道
路

付
帯
施
設
の
修
繕
工
事
等
を
実
施
し
、
交
通

安
全
対
策
と
し
て
、
港
町
の
道
道
と
バ
イ
パ

ス
交
差
点
の
町
道
側
に
一
時
停
止
標
識
と
看

二
．
離
島
住
民
の
利
便
性
向
上
と

　
　
　
　
　
　
　

生
活
基
盤
の
改
善
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て
、
ア
フ
ト
ロ
マ
ナ
イ
川
導
流
提
内
、
オ
チ

ウ
シ
ナ
イ
川
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
及
び
砂
防
堰
堤

内
の
除
石
と
、
砂
防
施
設
の
改
良
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宗
谷
森
林
管
理
署
で
は
、
昨
年
の
災
害
関

連
復
旧
事
業
と
し
て
湾
内
・
雄
忠
志
内
地
区

の
法
面
崩
壊
箇
所
の
復
旧
及
び
ヤ
ム
ナ
イ
沢

河
川
内
の
排
土
・
治
山
施
設
整
備
と
、
港
町

地
区
で
は
継
続
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
山
腹

工
事
、
本
泊
・
大
磯
地
区
で
は
保
育
事
業
を

予
定
し
て
お
り
、
宗
谷
総
合
振
興
局
林
務
課

で
は
、
災
害
復
旧
対
策
と
し
て
湾
内
地
区
の

人
家
裏
の
法
面
復
旧
と
ヤ
ム
ナ
イ
沢
治
山
施

設
内
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂
に
つ
い
て
海
中

流
出
防
止
対
策
と
し
て
の
排
土
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
の
集
中
豪
雨
の
頻
度
、
強
度
の
増
大

等
に
よ
り
山
地
災
害
や
風
水
害
が
頻
発
す
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
災
害
防
止
対
策
（
治

山
・
砂
防
）
が
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

う
え
で
重
要
性
が
増
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
に
対
し
て
引
き
続
き
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
人
々
の
生
活
様
式
は
一
変
す
る
と
と

も
に
、
健
康
へ
の
影
響
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
口
の
減
少
と
高
齢

化
が
著
し
い
本
町
は
、
医
療
・
介
護
資
源
の

少
な
い
中
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整

　

ま
た
、
大
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険

性
の
覚
知
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
迅
速
な
住
民
対
応
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
本
年
は
北
海
道
総
合
防
災
訓
練
と
連

動
し
た
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
万
が
一
の
災
害
発
生
に
よ
る
避
難

所
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

消
防
関
係
で
は
、
平
成
元
年
に
配
備
し
て

か
ら
三
十
一
年
経
過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
り

老
朽
化
し
た
小
型
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車
を
、

災
害
時
対
応
特
殊
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
水

槽
車
に
更
新
し
、
火
災
対
応
の
強
化
充
実
を

図
る
と
と
も
に
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
も

救
急
隊
員
の
専
門
知
識
や
技
術
習
得
に
努
め
、

救
急
救
命
士
八
名
体
制
を
維
持
し
救
急
業
務

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
学
校
専
科
救
助
課
程
と
専
科

火
災
調
査
課
程
に
各
一
名
、
昨
年
採
用
し
た

職
員
と
四
月
に
採
用
予
定
の
職
員
を
初
任
教

育
課
程
へ
入
校
さ
せ
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
り
、
さ
ら
に
は
職
員
一
名
に
大
型
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
さ
せ
消
防
力
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
山
・
砂
防
対
策
と
し
て
、
昨
年
の
大
雨

で
被
災
し
た
鰊
泊
無
名
川
下
流
の
流
路
改
修

と
、
人
家
裏
等
へ
出
水
し
た
五
地
区
八
ヶ
所

に
つ
い
て
上
流
域
の
状
況
調
査
を
実
施
し
、

今
後
の
流
水
対
策
の
基
礎
資
料
を
町
で
作
成

い
た
し
ま
す
。

　

砂
防
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
稚
内
建

設
管
理
部
で
は
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
に

よ
り
昨
年
の
豪
雨
で
の
災
害
復
旧
対
応
と
し

泊
地
区
で
十
八
年
、
鬼
脇
地
区
で
十
三
年
経

過
し
劣
化
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
も
引
き
続
き
両
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
転
操
作

に
係
る
機
器
更
新
事
業
を
実
施
し
、
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
安
定
し
た
水
処
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
離
島
地
域
で
生
活
し
て

い
る
住
民
が
、
地
理
的
特
殊
事
情
か
ら
く
る

制
約
条
件
を
本
土
と
等
し
く
な
る
よ
う
改
善

し
、
交
通
体
系
の
整
備
や
産
業
の
振
興
、
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
、
総
合
的
な
住
環
境
整

備
を
国
や
北
海
道
に
対
し
て
実
情
を
訴
え
、

講
ず
る
べ
き
対
策
等
を
協
議
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
住
民
の
生
活
基
盤
の
改
善
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
早
や
十
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
先
月
十
三
日
に
も
そ
の
余
震
と
思

わ
れ
る
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

六
弱
の
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
本
町

で
も
昨
年
八
月
七
日
に
五
十
年
に
一
度
の
大

雨
を
記
録
す
る
な
ど
、
道
内
・
道
外
に
関
わ

ら
ず
本
町
に
対
す
る
大
規
模
自
然
災
害
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
国
土

強
靭
化
計
画
に
基
づ
い
た
「
利
尻
富
士
町
地

域
強
靭
化
計
画
」
を
こ
の
三
月
に
策
定
し
て

お
り
、
「
利
尻
富
士
町
地
域
防
災
計
画
」
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
り
、
本
町
の
持
続
的
な
成
長
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

備
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
通
い
の
場
や
外
出
の

機
会
が
減
っ
た
り
、
友
人
や
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
と
気
軽
に
会
え
な
く
な
っ
た
り
と
、
い

つ
も
と
違
う
日
常
が
続
く
と
家
に
い
る
時
間

が
長
く
な
り
、
筋
力
や
気
持
ち
も
低
下
し
て

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外
出
の
た
め
の
移
動

支
援
や
通
い
の
場
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
食

生
活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
体
と
な
っ
て
介
護
保
険
事
業
で
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
月
か
ら
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
策
定
委
員
会
に
お
い
て
二

月
二
十
四
日
に
答
申
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

計
画
期
間
で
あ
り
ま
す
令
和
三
年
度
か
ら
令

和
五
年
度
ま
で
の
保
険
料
の
基
準
額
は
、
人

口
の
推
移
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
考
慮
し

た
保
険
料
と
し
、
条
例
の
一
部
改
正
案
を
提

案
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議

願
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
施
設
へ

の
侵
入
を
防
ぎ
、

利
用
者
並
び
に

職
員
を
感
染
か

ら
守
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策

に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
新
た
に
開
設
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
秀
峰
園
」
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
の

四
．
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　
　
　

生
活
で
き
る
環
境
の
整
備

三
．
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

　
　
　
　
　
　

防
災
機
能
の
強
靭
化
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地
方
創
生
関
係
に
つ
い
て

に
入
れ
た
疾
病
予
防
と
、
重
症
化
予
防
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
事
業
は
例
年
同
様
に
秋
頃
か
ら
接
種
を

始
め
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
を
進

め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
実
施
体
制
を
確
保

の
う
え
町
民
の
皆
様
に
円
滑
か
つ
速
や
か
に

接
種
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
対
策
で
は
、
疾
病
等
の
早
期
発

見
や
育
児
支
援
の
た
め
、
乳
幼
児
健
診
や
乳

幼
児
相
談
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

支
援
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
鴛
泊
葬
苑
（
火
葬
場
）

に
つ
い
て
は
、
地
域
懇
談
会
で
の
意
見
を
踏

ま
え
、
鬼
脇
葬
苑
を
含
め
て
建
設
場
所
や
規

模
、
環
境
や
社
会
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
人

生
終
焉
の
儀
式
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
改
築
計

画
と
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
I
T
施
策
と
な
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
基
本
法
を
基
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

を
巡
回
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
施
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

居
室
を
設
け
、
入
居
者
が
安
心
し
て
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
指
導
、

徹
底
を
図
り
、
万
全
の
態
勢
で
臨
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
開
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
築
後
二
十
五
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
激
し
い
た
め
、
屋
上
防
水
を
は
じ
め

外
壁
塗
装
、
内
装
改
修
及
び
電
気
設
備
等
を

含
む
大
規
模
改
修
事
業
を
行
い
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

利
尻
島
老
人
保
健
施
設
で
は
、
開
設
当
初

か
ら
使
用
し
て
い
た
各
居
室
の
電
動
ベ
ッ
ド

二
台
を
取
り
替
え
、
厨
房
用
備
品
と
し
て
冷

凍
庫
の
更
新
と
エ
ア
コ
ン
の
新
設
を
行
い
、

利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
の
整
備
と

安
全
に
配
慮
し
た
食
事
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

鴛
泊
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
患
者

数
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
域
住
民

の
健
康
を
守
る
役
割
を
担
う
診
療
所
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

継
続
的
か
つ
安
定
的
な
医
療
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
支
援
施
策
で
は
、
保
育
の
無
償

化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
保
育
環
境
の
改
善

の
た
め
保
育
所
の
L
E
D
化
を
進
め
、
令
和

三
年
度
入
所
予
定
の
五
十
二
名
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
教

育
・
健
康
相
談
体
制
を
充
実
し
、
各
種
健
康

診
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
総
合
的
な
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
対
策
で
は
、
す
こ
や
か
健
診

の
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
含
む
フ
レ
イ
ル
予
防
を
視
野

「
第
二
期
利
尻
富
士
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
中
で
あ
り
、
あ

わ
せ
て
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
も
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
人
口
の
減
少
速
度
が
こ
の
五
年

間
で
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生

の
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
に
よ
り
人
口
減
少

を
鈍
化
さ
せ
る
べ
く
各
項
目
に
お
い
て
触
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
出
産
支
援
事

業
や
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
、
結
婚
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
島
コ
ン
」
へ
の
助
成
や
利
尻

高
校
生
へ
の
通
学
支
援
金
の
給
付
等
十
一
の

事
業
に
予
算
計
上
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

契
機
に
地
方
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
お

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
進
展
に
よ
る
働
き
方
、

生
き
方
、住
ま
い
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
中
に
お
い
て
、W
E
B
サ
イ
ト
や
S
N

S
等
に
よ
る
移
住
相
談
や
情
報
発
信
の
強
化

に
よ
り
定
住
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
企
業
等
民
間
力
の
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
の
可
能
性
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
議
会
や
町
民
の
皆

様
方
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
財

政
健
全
化
法
に
基
づ
く
四
つ
の
指
標
は
す
べ

て
国
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ご
審
議
頂
き
ま
す
令
和
三
年
度

の
予
算
は
、
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配

分
に
留
意
し
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

て
は
、
総
合
教
育
会
議
に
よ
り
定
め
た
「
利

尻
富
士
町
教
育
大
綱
」
の
三
つ
の
基
本
指
針

を
軸
と
し
て
、
教
育
政
策
の
目
標
を
掲
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
で
六
年
目
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
教
育

体
験
事
業
」
で
は
、
北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム

（
H
A
C
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
五
月
二
十

七
日
に
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
利
尻
島

上
空
の
遊
覧
飛
行
を
A
T
R
機
で
計
画
し
て

お
り
、
直
接
体
験
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
利
尻

島
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
各
学
校
へ
整
備
し
た
一
人
一
台
端

末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
）
の
有
効
利
活
用
及

び
学
力
向
上
対
策
の
た
め
、
I
C
T
教
育
活

動
補
助
金
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
と
し
て
、
国
庫
補
助
金
（
感
染
症
対
策
等

の
学
校
教
育
活
動
継
続
支
援
事
業
）
や
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
冬
期
間
に
お
け

る
各
学
校
の
乾
燥
・
湿
度
対
策
の
た
め
、
三

月
補
正
に
お
い
て
「
加
湿
器
購
入
費
」
を
予

算
計
上
し
、
令
和
三
年
度
へ
繰
越
し
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
行
政
執
行

の
内
容
も
含
め
、
こ
の
あ
と
島
谷
教
育
長
か

ら
申
し
述
べ
ま
す
の
で
お
聴
き
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
か
ら
の
五
ヶ
年
計
画
と
な
る

五
．
子
供
の
学
び
を
支
え

　

健
や
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進

令
和
三
年
度
財
政
運
営
に
つ
い
て
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計

計

計

計

計

計

計
合　　　　　　　　　計

民生費

衛生費

土木費

消防費

教育費

総務費

農林水
産業費

単位：千円【一般会計】
令和3年度 建設事業一覧表

事　　　　　業　　　　　名 事業費
公共施設等総合管理計画改定業務
コミュニティー広場遊具設置工事
土地購入費
自治会館等整備事業補助金
庁舎中央監視装置取替工事
サウナ室改修工事
貯湯槽改修工事
戸籍総合システム購入費

保育所照明LED化整備工事

火葬炉補修工事
葬苑建設基本計画策定業務委託

流水区域調査業務委託
小規模治山事業
離島漁業再生支援交付金
海岸漂着物処理業務委託料
漁業施設整備事業補助金
特定有人国境離島漁村支援交付金

町道改良工事（鴛泊中央線）
町道改良工事（鴛泊市街3号線）
町道補修工事（姫沼線）
利尻富士町橋梁点検負担金
鴛泊除雪センター外壁改修工事
鴛泊港整備事業負担金
公営住宅個別改善工事
飛行場標識施設補修工事
ショルダークラック補修工事
ローカライザー前方域樹木伐採工事

光ケーブル移設工事

乗用草刈機
鴛泊中学校受変電設備更新工事

3,190
2,211
2,113
2,657
15,000
1,312
2,000
6,152
34,635
3,078
3,078
1,595
2,500
4,095
3,000
15,000
44,012
6,000
12,500
25,058
105,570
60,000
30,000
3,500
3,000
15,000
64,000
77,300
2,000
1,000
1,914

257,714
1,000
1,000
3,289
7,989
11,278
417,370

し
述
べ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
要
不
急

な
外
出
、
会
食
や
懇
親
の
場
の
抑
制
を
強
い

ら
れ
、
魚
価
安
や
観
光
業
の
打
撃
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
町
の
基
幹
産
業
が
危
機
迫
る
状

態
に
陥
っ
て
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
経

済
活
動
を
取
り
戻
す
た
め
町
民
皆
様
か
ら
声

を
聴
き
、
経
済
対
策
に
全
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
私
が
町
長
に

就
任
し
て
二
期
目
の
纏
め
と
し
て
、
就
任
当

時
か
ら
提
唱
し
て
い
る
「
町
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
皆
様
か

ら
頂
い
た
要
望
や
意
見
等
に
誠
意
を
も
っ
て

力
の
限
り
を
傾
注
し
„
ふ
る
さ
と
を
魅
力
あ

ふ
れ
る
宝
の
島
に
“
を
将
来
像
に
据
え
、
恵

ま
れ
た
自
然
と
協
調
す
る
優
し
く
快
適
な
生

そ
の
う
ち
、全
国
各
地
の
皆
様
か
ら
の
ご
厚
意

に
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
の
二
億
五
千
万
円
を
有
効
に
活
用

す
べ
く
三
十
七
の
事
業
に
充
当
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
四

十
二
億
五
千
九
百
七
十
万
円
と
し
、
対
前
年

度
比
で
は
一
億
九
千
四
百
四
十
万
円
増
、
率

で
四
・
八
%
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
ほ
か
九
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
で
十
九
億
千
百
三
十
四

万
円
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
で
は
六
十
一
億
七
千
百
四
十
万
円
と
な

り
、
前
年
度
対
比
十
六
・
九
%
減
で
、
七
年

ぶ
り
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
令
和
三
年
度
の
町
政
執
行
に
対
す

る
私
の
所
信
の
一
端
と
、
主
要
な
施
策
を
申

を
念
頭
に
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
内
、
建
設
事
業
費
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
合
わ
せ
て
五
億
三
千
九
百
二
十
七

万
円
と
な
り
、前
年
度
対
比
で
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
も
あ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
で
大
幅
な
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、町
道
改
良
や
公
営
住

宅
個
別
改
善
工
事
の
ほ
か
、
利
尻
漁
協
が
行

う
ヒ
ラ
メ
畜
養
施
設
の
海
水
冷
却
装
置
整
備

の
た
め
道
補
助
金
採
択
に
尽
力
す
る
な
ど
、

地
域
の
雇
用
、経
済
の
好
循
環
を
促
す
た
め
の

景
気
対
策
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

町
民
の
働
く
場
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
足
す
る
財
源
を
補
う
た
め
に
基

金
を
取
り
崩
し
充
て
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

活
環
境
づ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
構
築
、
躍
動
感
に
満
ち
た
産

業
振
興
を
目
指
し
、
「
悠（
は
る
か
）な
る
故

郷（
ふ
る
さ
と
）利
尻
富
士
町
」
が
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
、
計
画
に

沿
っ
た
諸
施
策
を
し
っ
か
り
と
実
行
し
、
各

分
野
、
各
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
町
の
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
、
利
尻
富
士
町
の
先
頭

に
立
っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
令
和
三
年
度
の
町
政
執
行
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
．
未
来
を
生
き
抜
く
子
供
の
育
成

　

令
和
三
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会
三
月

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
方
針
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
教
育
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
及
び

社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
や
可
能

性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
や
人

権
感
覚
を
持
ち
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な

が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊

か
な
人
間
性
、
健
や
か
な
体
を
備
え
、
主
体

的
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
そ
の
資
質
・
能
力

を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
豊
か
な
人
生

を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
「
利
尻
富
士
町
教
育
目

標
」
に
掲
げ
た
基
本
理
念
の
も
と
、
「
利
尻

富
士
町
教
育
大
綱
」
に
掲
げ
る
三
つ
の
具
体

的
な
基
本
指
針
を
柱
と
し
た
諸
施
策
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
各
分

野
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
の
役
割
は
、
子
供
た
ち
が
夢
や
希
望

を
持
ち
、
自
分
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
生
き

抜
い
て
い
け
る
よ
う
、
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
や
技
能
等
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
習
意
欲
の
向
上

が
図
ら
れ
る
取
組
み
の
実
現
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
が
連
携
、
協
働
し
「
確
か
な
学
力
」「
健

康
な
体
」
「
豊
か
な
心
」
を
育
み
、
子
供
た

ち
が
主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
る
「
力
」

を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

①
「
確
か
な
学
力
の
育
成
を
目
指
す
教
育
の

推
進
」

　

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程

の
編
成
や
実
施
・
評
価
・
改
善
に
取
組
み
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
進
度
に
応
じ
た

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
社
会
に
つ
な
が
る

「
協
働
的
な
学
び
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
で
導
入

し
た
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
I

C
T
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
職

員
に
よ
っ
て
積
極
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、

学
校
と
家
庭
、
学
校
と
学
校
を
結
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
構
築
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

各
教
科
等
に
お
い
て
I
C
T
の
特
性
や
利
点

を
生
か
し
た
授
業
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

新
年
度
で
は
、
「
I
C
T
教
育
活
動
補
助

金
」
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
化

さ
せ
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
習
熟
度
に
合

わ
せ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
学
習
を
提
供
す

る
、
人
工
知
能
型
教
材
「
Q
u
b
e
n
a

（
キ
ュ
ビ
ナ
）」
の
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
」

　

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人

の
特
性
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

指
導
や
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
別
支
援
学
級
は
、
鴛
泊
小
学
校
三
学
級
、

利
尻
小
学
校
二
学
級
、
鴛
泊
中
学
校
一
学
級

の
六
学
級
体
制
と
な
り
、
並
行
し
て
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
鴛
泊
・
利
尻
の
各
小
学

校
に
配
置
し
、
教
職
員
を
補
助
し
協
力
し
て

児
童
生
徒
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

③
「
へ
き
地
・
複
式
教
育
の
推
進
」

　

児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
い

将
来
、
複
式
学
級
が
増
加
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
同
士
に
よ
る
学
び
合

い
や
高
め
合
い
な
ど
、
他
者
と
の
触
れ
合
い

を
大
切
に
し
た
多
様
な
学
習
活
動
の
工
夫
や

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
な

ど
少
人
数
の
特
性
を
生
か
し
、
一
人
一
人
を

伸
ば
す
へ
き
地
・
複
式
教
育
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

④
「
国
際
理
解
教
育
の
推
進
」

　

交
通
手
段
の
発
達
や
情
報
化
の
進
展
に
伴

っ
て
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等
の
様
々
な
面

で
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

際
社
会
に
お
い
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度

や
能
力
の
素
地
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国

語
指
導
助
手
（
A
L
T
）
に
よ
る
指
導
や
外

国
語
に
親
し
む
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⑤
「
情
報
・
環
境
・
産
業
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
」

　

現
在
、
温
暖
化
や
自
然
破
壊
な
ど
地
球
環

境
の
悪
化
が
深
刻
化
し
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
々

の
生
活
や
自
然
環
境
と
の
関
連
性
に
目
を
向

け
さ
せ
、
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
や
態
度
の
育
成
と
指
導
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
技
術
を
手
段
と
し
て
学
習
等

に
利
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
の
充
実
と
学
習

支
援
の
研
究
促
進
、
地
域
や
産
業
界
の
協
力

の
下
、
外
部
人
材
に
よ
る
講
話
や
体
験
学
習
、

職
場
体
験
な
ど
地
域
と
連
携
し
た
産
業
教
育

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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⑥
「
道
徳
教
育
や
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
の
取

組
み
」

　

一
人
一
人
が
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
社

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
多
様
な
価
値
観
の
存

在
を
認
識
し
つ
つ
、
自
ら
感
じ
考
え
、
他
者

と
対
話
し
協
働
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向
を

目
指
す
資
質
や
能
力
を
育
て
る
な
ど
、
道
徳

教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
産

業
、
行
事
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
ふ
る
さ

と
教
育
体
験
事
業
」
に
よ
る
利
尻
島
上
空
の

遊
覧
飛
行
の
実
施
な
ど
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
人
材

の
育
成
な
ど
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
た
め
、
日
常
か
ら
児
童
生
徒
と
教
職
員

の
信
頼
関
係
の
醸
成
と
児
童
生
徒
が
互
い
に

伸
び
伸
び
で
き
る
人
間
関
係
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑦
「
豊
か
な
人
生
の
基
盤
と
な
る
体
の
育
成
」

　

豊
か
な
人
生
を
送
る
基
盤
と
し
て
、
体
力

・
運
動
能
力
は
健
康
の
維
持
や
精
神
面
の
充

実
な
ど
に
関
わ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

や
喜
び
を
味
わ
い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
体

育
・
保
健
に
関
す
る
一
層
の
充
実
や
、
家
庭

・
地
域
と
連
携
し
た
取
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

か
た
や
、
栄
養
摂
取
の
偏
り
や
朝
食
欠
食

②
「
学
校
運
営
の
改
善
」

　

よ
り
よ
い
社
会
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
社

会
を
創
る
と
い
う
理
念
を
学
校
と
地
域
が
共

有
し
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
か
目
標
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い

た
教
育
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
「
学
校
段
階
間
の
連
携
・
接
続
の
推
進
」

　

社
会
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
や
子
供
た
ち

の
心
身
発
達
の
早
期
化
な
ど
に
対
応
し
、
児

童
生
徒
個
々
の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
す
こ

と
や
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学
す
る
際

の
子
供
が
感
じ
る
段
差
に
対
し
、
そ
の
間
の

接
続
を
よ
り
円
滑
な
も
の
と
す
る
た
め
、
義

務
教
育
九
年
間
の
系
統
性
・
連
続
性
に
配
慮

し
た
教
育
課
程
や
、
地
域
や
学
校
、
児
童
生

徒
に
適
し
た
小
中
一
貫
教
育
へ
の
構
想
に
つ

と
い
っ
た
食
習
慣
の
乱
れ
に
よ
っ
て
、
肥
満

や
生
活
習
慣
病
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等

の
増
加
な
ど
、
健
康
課
題
は
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
、

協
働
し
て
社
会
全
体
で
食
育
活
動
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め

に
は
、
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
安
全
な
教
育

環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
が
有
す
る
教
育
施
設
や
設

備
等
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
施
設
や
設
備

を
計
画
的
に
整
備
し
て
、
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

①
「
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実
」

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
・
生
活

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
害
時
は
地
域
の

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
安
全
性
や
設
備
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
は
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
が
安
心
で
支
障
の
な
い
学
校
生
活
を
送
れ

る
こ
と
と
、
災
害
時
に
お
け
る
指
定
避
難
所

な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
役
割
を

担
う
た
め
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
す
る
よ
う
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
お
り
、
整

備
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
て
、
地
域
や
学
校
、
保
護
者
等
と
検
討
を

始
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
「
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
」

　

学
校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
各

学
校
に
お
け
る
教
育
課
題
を
受
け
止
め
、
児

童
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
研
修
活
動
を
継
続

的
・
計
画
的
に
実
践
し
、
児
童
生
徒
の
学
力

の
実
態
を
踏
ま
え
た
研
修
活
動
の
積
み
上
げ

を
日
常
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
支
え
る

必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
I
C
T
の

利
活
用
研
究
を
始
め
、
学
校
や
教
職
員
が
取

り
組
む
教
育
研
究
や
校
務
の
効
率
化
等
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
学
び
の
時
代
を
迎
え
、
町
民

が
心
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
趣
味
や
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
交

流
活
動
な
ど
自
己
実
現
の
た
め
の
時
間
を
持

つ
と
と
も
に
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
学

び
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
一
人
一
人
が
豊
か
に
学

び
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
や
地
域
の
担
い

手
育
成
を
支
援
す
る
た
め
に
、
効
果
的
な
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

①
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
活
動
、
ス

二
．
子
供
の
学
び
を
支
え
る

　

教
育
環
境
の
整
備
と
支
援
の
推
進

三
．
生
涯
学
習
の
充
実
と

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
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ポ
ー
ツ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
な
ど
多
様
な
学

習
機
会
を
通
じ
て
、
町
民
一
人
一
人
が
自
己

の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ

う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
や
社
会
教
育
施
設
等
の
既

存
施
設
の
効
率
的
な
利
活
用
を
推
進
し
、
町

民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
②
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」

　

青
少
年
の
心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
促
し
、

自
主
性
・
社
会
性
や
正
義
感
・
倫
理
観
を
持

っ
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
多
様
な

学
習
活
動
・
体
験
活
動
を
経
験
で
き
る
機
会

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
子
供
た
ち
の
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
づ
く
り
と
体
験
活
動
を
通
じ
た
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
事
業
」
を
継
続
実
施
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
放
課
後
や
振
替
日
・
長

期
休
業
中
に
行
な
っ
て
い
る
平
日
・
一
日
ふ

じ
っ
子
教
室
、
週
末
や
休
日
に
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
・
水
泳
教
室
な
ど
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
推
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
利
尻
富
士
町
青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
と
連
携
し
、
夏
休
み
・
冬
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
時
に
、
北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校
や
利
尻
高
校
の
協
力
の
も
と
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
」
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

青
少
年
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、

負
担
の
か
か
る
島
外
遠
征
等
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
ま
す
。

③
「
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進
お
よ
び
文
化

遺
産
の
保
存
と
活
用
の
推
進
」

　

心
の
ゆ
と
り
や
潤
い
に
繋
が
る
文
化
・
芸

術
活
動
は
人
生
の
生
き
が
い
と
な
り
、
生
涯

学
習
社
会
の
中
で
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

　

地
域
に
根
差
し
た
文
化
・
芸
術
活
動
に
つ

い
て
、
連
携
し
た
支
援
を
行
な
う
こ
と
で
、

文
化
・
芸
術
の
醸
成
や
担
い
手
の
育
成
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
歴
史
を
伝
え
る
様
々
な
文

化
遺
産
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
調
査

に
よ
る
掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
の
歴
史
を
物
語

る
資
料
の
収
集
整
理
を
し
、
町
外
の
博
物
館

等
と
連
携
し
た
展
示
や
講
座
な
ど
普
及
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
三
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方

針
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
一
月

二
十
六
日
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
「
令
和
の
日
本
型
学

校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
「
〜
全
て
の

子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最

適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
〜
」

で
は
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
状
況
を
見
据

え
た
改
革
の
方
向
性
と
、
今
後
進
め
る
べ
き

具
体
的
な
取
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

が
続
く
中
、
ど
の
よ
う
に
社
会
や
生
活
が
変

化
し
て
い
く
の
か
予
想
が
難
し
い
時
で
は
あ

り
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
答
申
の
具
体
化
に
向
け
た
動
向
に
対
応

し
て
い
く
と
と
も
に
、
利
尻
富
士
町
教
育
目

標
及
び
教
育
大
綱
に
掲
げ
た
、
本
町
が
目
指

す
べ
き
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
に
基
づ
く

各
施
策
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

と
連
携
の
う
え
、
し
っ
か
り
と
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
町
議

会
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

④
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」

　

町
民
の
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年

齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
安
全
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
活
動
機
会

の
提
供
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に

向
け
た
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
町
体
育
協
会
の
活

動
に
対
す
る
支
援
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
指
導
者
の

育
成
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
も
、
将

来
を
見
据
え
た
適
正
な
管
理
是
正
を
図
り
、

学
校
開
放
や
既
存
施
設
の
利
用
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
活
動

機
会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て



科　　　目 予　算　額
■特別会計予算

令和3年度 令和2年度 比　較
75,343
250,536
65,348
64,821
402,034
50,172
337,701
546,944
46,490
71,950

1,911,339

69,911
205,840
93,509
59,765
421,299
55,059
335,500

1,969,969
70,090
76,948

3,357,890

7.8%
21.7%
30.1%
8.5%
4.6%
8.9%
0.7%
72.2%
33.7%
6.5%
43.1%

単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

科　　　目 予　算　額
■特別会計予算 単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
港湾整備事業特別会計
温泉事業特別会計
国保事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
介護サービス特別会計
歯科施設特別会計
国保施設特別会計

合　　　　計

一般会計の歳入・歳出予算額は…

　令和3年度の当初予算額は、前年度比4.8％の増となっております。特別会計の合
計19億1,133万9千円と合わせた町の予算総額は61億7,103万9千円で、令和2年
度当初予算と比較すると、約16.9％（12億5,215万1千円）の減額となっています。

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
地方創生費
公 債 費
諸 支 出 金
災害復旧費
予 備 費

44,746
633,847
498,642
315,057

84
167,183
201,738
859,451
230,612
246,603
20,349
776,795
261,592

1
3,000

4,259,700

一般会計予算は？

令
和
3
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
3
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。歳入

△

△
△

△
△
△
△

4242億5,9705,970万円万円4242億5,9705,970万円万円42億5,970万円

●その他  12.7％
　540,146千円

●その他  14.6％
　622,638千円

●繰入金  6.1％
　258,871千円
●町　税  6.6％
　282,425千円

●道支出金  9.1％
　385,715千円

●国庫支出金
　3.6％  153,751千円

●町　債  8.8％
　373,300千円

●地方交付税  51.2％
　2,183,000千円

●建設事業費
　9.8％
　417,370千円

●公債費  18.2％
　776,795千円

●人件費  14.5％
　617,930千円

●補助費等  19.1％
　811,475千円

●物件費  13.2％
　562,884千円

●繰出金  12.5％
　533,100千円 歳出歳出

（性質別）（性質別）

合　　　計
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広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号



タイムスりっぷ

連載54
里帰りした初代鴛泊灯台の灯器

　鴛泊灯台は、利尻礼文両島初の灯台として1892（明治25）年12月15日に点灯されました。初
代灯台は、切石を積み上げた円形の石造りでした。
　その初代灯台で使われていた灯器は、役目を終えたのち旧交通博物館に展示されていましたが、
同館の移転に伴い燈光会に保管されていました。昨年、北海道市町村振興協会の助成事業により、
開町140周年を機に里帰りし、現在カルチャーセンターにて展示公開されています。
　この灯器は、1892年にフランスのソーターハーレー社で製造されたものです。第六等閃光レ
ンズで、台輪の上にレンズを載せて回
転させる仕組みである転轆式回転機械
が付属しています。当初の動力は、石
油ランプを使い錘が下がる力で回転さ
せていましたが、1923（大正12）年
に自家発電装置により点灯するように
なりました。
　全国的にみても、明治時代のレンズ
と回転機械が間近で見られるのは珍し
いとのことですので、ぜひ町民の皆さ
んもご覧ください。

てんろくしき

こうせん

記事に対するご意見、灯台の情報など、教育委員会　山谷 ☎82－1370までお寄せください。

左：初代鴛泊灯台（〇が灯器）、右：展示中の灯器

広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号
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　当町では、高齢者の方から新型コロナワクチン接種が始まってい
ます。
　新型コロナワクチンをめぐっては多くの情報が飛び交っており、
接種すべきかどうか迷う方もいます。
　新型コロナワクチンは開発スピードが速かったため、長期的な有
効性や安全性の点ではまだ不明な点もあります。しかし、新型コロナウイルス感染による重症化
などのリスクを考えると、副反応が出ることはあるものの、ワクチン接種で発症を防ぐメリット
の方が大きいと言われています。ワクチンを接種しない場合は、感染のリスクはそのままです。
　一人ひとりがワクチンの利益とリスクを知り判断することが大切です。
　自分だけでなく、家族や周囲を守るために接種を検討していただきたいと思います。
　今後のスケジュール等については、随時お知らせ利尻富士に掲載いたしますのでご覧くだ
さい。

新型コロナワクチン接種は必要ですか？

【お問い合わせ】 総合保健福祉センター　☎82－2320

保健師だより保健師だより 総合保健福祉センター

ワクチンの

有効性
ワクチンによる

リスク



　現在、利尻富士町の地域おこし協力隊として４名が着任しております。
　今回はその中の一人、移住定住コーディネーターの梅村隊員について活動報告をさせ
ていただきます。

　協力隊の梅村です。今年度より、利尻富士町の
移住ポータルサイトを開設しました。今までなか
なかネットで町の情報を探すのが難しく、私自身
も移住した一人として島に興味のある方が必要な
情報が見られるサイトがあればと思っていたので、
今後島への移住を検討している方にとって役立つ
ものになったのではないかと思います。
　ポータルサイトでは、仕事・住まいなどの情報
や、町に移住された方へのインタビューなどを掲
載するほか、オンライン移住相談への窓口にもな
っています。これを機に町への移住希望者が増え
ることに繋がれば嬉しいです。
　しかし、まだまだ空き家情報や求人情報などが不足している現状です。町民の方から
の掲載可能な求人情報（短期間の出面なども）空き家、空き地情報などがありましたら
お知らせいただければと思います。

●利尻富士町移住ポータルサイト
　島への移住を検討されている方向けのポータルサイトです。
〈URL〉https://rishirifujikurashi.jp/

●移住定住支援Instagram
　島の食べ物や風景の写真、島暮らしの中で体感した「島あるある」などを投稿してい
ます。
〈URL〉https://www.instagram.com/rishirifuji_shimagurashi/

　定期的に活動状態や利尻富士町のイベントについて、投稿
しています。
　ぜひ、　　　　ボタンを押してくださいね♪

〈りしり富士：地域おこし協力隊URL〉
　　　　https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　　rishirifuji.town.supporters

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.9

12
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Facebookで活動状況掲載中☆Facebookで活動状況掲載中☆

　　　　　　　

地域おこし協力隊隊員
梅 村 みゆき
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交通事故死ゼロ1,500日達成！！交通事故死ゼロ1,500日達成！！交通事故死ゼロ1,500日達成！！
　4月20日、町内における交通事故死ゼロ
連続記録が1,500日を達成しました。
　これを受け、北海道交通安全推進委員会
から利尻富士町交通安全推進協議会に感謝
状が贈られました。
　感謝状の伝達は当初、4月30日に北海道
宗谷総合振興局長の辻井宏文氏が来島して
執り行う予定でしたがフェリーが一部欠航
したため中止となりました。
　町では、2017年3月以来、死亡交通事故
の発生は無く、管内では現在、利尻町・礼
文町・幌延町に次ぐ４番目の記録となっております。
　今後も交通安全運動を通じ、交通事故死ゼロの継続に向けて住民と一丸となって次の目
標である2,000日の記録につなげたいと考えております。

●交通安全運動の取組について
　利尻富士町交通安全推進協議会は、春の
交通安全運動期間（4月6日～4月15日）の
取組として交通事故死ゼロ1,500日達成の
5日前である4月15日に鴛泊地区（旧ホテ
ルソレイユ前）・鬼脇地区（福祉の家前）
にて特別啓発運動を実施し、利尻富士町交
通安全協会・駐在所・鴛泊保育所・鬼脇保
育所・商工会など、各団体と連携した旗波
作戦を展開しました。
　道々沿いにて旗やのぼりを立て、通行中のドライバーに対し安全運転の呼びかけから交
通安全の意識高揚に努めました。



①利尻富士町　　②利尻富士町役場　総務課　財政係　　③読書、ゲーム
④利尻富士町役場に勤めて、２か月が経ちましたが、やっと自分が社会人になったという事
　を自覚してきました。ですが職員としては未熟者なので、これから出来る事を増やし、知
　らない事を減らしていき、頼りになる様な役場職員になりたいと思います。時間はかかる
　かもしれませんが、よろしくお願いします。

①群馬県　　②利尻礼文消防事務組合　利尻富士支署　警防係　　③サッカー、バイク、音楽鑑賞
④自分は北海道や島での生活が初めてです。故に、当初は地元での生活と違う部分に苦しい思いを
　することもありました。しかし、職場や住民の方たちが親切にいろいろなことを教えてくれるの
　で、自分も沢山のことを学んでおります。今の実力では住民の方々や島に貢献できる部分は少な
　いと思っておりますので、自分にできることを確実にやっていきます。救命士の資格を取ってか
　ら３年が経ち、知識や技術も日々薄れていると感じているので、消防職員としてと同時に救急救
　命士として職務につけるよう努力します。

①兵庫県　　②利尻礼文消防事務組合　利尻富士支署　予防係兼警防係　　
③スキー、トレイルランニング、編み物
④この度、消防署利尻富士支署に配属となりました大山龍之介と申します。新天地、新職務
　となり色々と不慣れな事が多いと思いますが、１歩１歩地域に、そして職務に慣れ、励み
　ますので、よろしくお願い致します。

①神奈川県　　②利尻島老人保健施設　看護師　　③ランニング、深海魚の研究
④平成30年1月～平成31年1月の1年間、応援ナースとして老健で働いていました。利尻の
　環境と思い出がとても良かったので、今回また働かせていただくことになりました。老健
　の皆様が安心して療養できるよう、良いケアの提供に努めていきます。

①出身地　②配属先
③趣味・特技
④今後の抱負

いわ き きしょう

岩 木 翔 輝 さん

①
③
④新 就 職 者 紹 介新 就 職 者 紹 介
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警 察 官 紹 介警 察 官 紹 介警 察 官 紹 介
鴛泊駐在所　所長 宮 崎 友 輔 さん

みや ざき ゆう すけ

　この春航空隊から異動となり、鴛泊駐在所で勤務させて頂くこととなりま
した。千歳市出身の37歳で5歳と3歳の息子がおります。
　以前、利尻島に来たことがあり、その時からこの素晴らしい自然環境の中
で勤務してみたいと、この島の勤務を希望しておりました。町民の皆様の安
心・安全を守れるよう努力していきますので、家族共々よろしくお願い致し
ます。

おお くま すけしゅん

大 熊 駿 佑 さん

おお やま のりゅう すけ

大 山 龍之介 さん

まつ だ ゆう き

松 田 勇 輝 さん

①利尻富士町　　②利尻富士町役場　企画政策課　企画調整係　
③競馬観戦（賭けてないです）、昭和歌謡を聴くこと
④役場で働き始めてから、すでに２か月が経ち、少しずつ出来ることが増えてきましたが、
　まだまだ分からないことだらけです。いろいろな場面で町民の皆様から声を掛けていただ
　けるのがとても励みになっているので、町民の皆様のためにも一生懸命仕事を覚えて、頼
　れる役場職員になれるよう頑張ります。よろしくお願いいたします。

きし もと りゅう せい

岸 本 龍 世 さん
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【両親】奎佑・百花
【住所】栄町2

はじめまちて。ぼくの名前はとうま！
毎日パパとママから愛情たっぷりもら
って元気に成長してるの！
いつかパパを抜かしちゃうんだから♡
みんなからはママ似だねって言われる
よ！街で見かけたら声かけてね！これ
からよろしく！く ん河 端 柊 磨

かわ ばた まとう

R3. 4. 5 生

【両親】雄二・梢
【住所】富士野

僕の名前はいちかって言うんだ！！みん
なよろしくね♡
最近お喋りが上手にできる様になった
んだ！！お話を聞いてタイミング良く相
槌を打てる時もあるんだよ！！みんな僕
とお喋りしよーよ！！

く ん髙 橋 一 叶
たか はし かいち

R3. 4. 4 生

【両親】一志・美緒
【住所】栄町2

はじめまして。綿谷家長女のしゅりで
す。私にはとってもうるさ…じゃなく
て（笑）とっても陽気なお兄ちゃんがい
て、面白い踊りを見せてくれたり、
「めんこちゃん♡」と言いながらチュー
やギューをしてくれます。早くお兄ち
ゃんとお出かけしたいな！
家族共々よろしくね！

R3. 4. 21 生
ちゃん綿 谷 珠 李

わた や りしゅ

【両親】久典・明日香
【住所】富士岬

こんにちは、朔太郎（さくたろう）です。
抱っこが大好きな甘えん坊でパパとお
風呂に入るとご機嫌になります。
泣くとお兄ちゃんが変な歌をうたって
くれるからびっくりして泣き止んじゃ
う。
にこにこ笑顔で津崎家の癒し系です☆
よろしくお願いします！

R3. 3. 7 生
く ん津崎朔太郎

つ さくざき ろうた

444人の元気な人人の元気人の元気な

赤ちゃんを紹介
するよ！

赤ちゃんを紹介
するよ！

4人の元気な人の元気な

赤ちゃんを紹介
するよ！

赤ちゃんを紹介
するよ！

4人の元気な
赤ちゃんを紹介

するよ！

　利尻富士町では、新型コロナウイルスの感染拡大防止を図るため町独自の支援
対策を実施します。
　また、下記以外にも経済対策や感染症対策を随時実施していきます。

●利尻富士町感染者家族支援事業
　保健所から濃厚接触者として健康観察を指示された期間に家族との自主隔離を目的に宿泊施設等に
宿泊した代金の半額を助成します。（1泊5,000円を限度とし、最大14泊分）

●利尻富士町宿泊事業者感染予防対策支援事業補助金
　町内宿泊業における、感染症に対する強靭な体制を構築することを目的に、町内宿泊事業者が行う
感染症の予防に関する衛生管理対策に必要な施設改修及び機械、器具、備品等の導入費について最大
100万円補助金を交付します。

●利尻富士町新型コロナウイルス感染症検査費用助成事業
　宿泊業や飲食業を営む事業者及びその従業員の方々は、不特定多数の方と接触する機会が多く、ま
た食事等マスクを外す場面で接客する場面も多いことから、町では新型コロナウイルス感染症を疑う
症状のない方が、新型コロナウイルス感染症の診断のため、購入した抗原検査キットの費用について
1検体当たり1,000円を限度とし助成します。（百円未満切り捨て）※検体の個数は検査対象者の3回
分を上限とします。

●利尻富士町経営持続化特別支援金事業
　コロナ禍の影響で前年度の売上げが50％以上落ち込んだ事業者に対し、北海道が行う「特別支援
金」の対象となり、給付が決定された事業者を対象に、町から特別支援金として10万円を上乗せ支
給します。

新型コロナウイルス感染症対策の取組み新型コロナウイルス感染症対策の取組み
経 済 対 策
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　６月に入り、利尻にも夏の到来を感じられる時期となってき
ました。
　町内では4月20日に交通事故死ゼロ継続日数が1,500日を達成
することができました。
　今後も交通事故死ゼロを心がけ無事故・無違反で交通安全に
努められますようお願いします！
　それでは、次回９月号でお会いできるのを楽しみにしており
ます。

　　氏　名　　　　月　日　 年齢　 住所

藏重　キワ　様　R２.12.12　101歳　鬼脇１
新谷さい子　様　R２.12.16　86歳　鰊　泊
島谷　義昭　様　R２.12.24　88歳　旭　浜
嶋田　アキ　様　R３.１.１　97歳　栄町２
西垣　隆子　様　R３.１.３　72歳　鬼脇２
兵庫　　潔　様　R３.１.18　77歳　野　塚
後藤　吉春　様　R３.２.22　79歳　港　町
船橋　和保　様　R３.３.16　85歳　旭　浜

　　氏　名　　　　月　日　 年齢　 住所

吉田吉太郎　様　R２.12.13　93歳　野　中
三浦　フサ　様　R２.12.17　85歳　南　浜
澤田　一彦　様　R２.12.29　63歳　野　中
𠮷田　秀雄　様　R３.１.３　81歳　鬼脇１
山田　　豊　様　R３.１.15　79歳　栄町２
石垣千枝子　様　R３.１.30　87歳　野　中
佐藤千惠子　様　R３.３.11　79歳　本　町

◆お悔やみ申しあげます◆

　月　日　　 氏　名　　　　住所
Ｒ２.12.28　津崎　久典　様　栄町１
　　　　　 池田明日香　様　札幌市

　月　日　　 氏　名　　　　住所
Ｒ３.２.９　味噌　真人　様　大　磯
　　　　　 齋藤　未来　様　大　磯

♥ご結婚おめでとうございます♥

　　　保　護　者　　　　続柄　　　氏　　名　　　　　　　月　日　　住所

津崎　久典・明日香　様　長男　朔太郎（さくたろう）くん　R３.３.７　富士岬
高橋　雄二・　梢　　様　長男　一　叶（いちか）く　ん　R３.４.４　富士野
河端　奎佑・百　花　様　長男　柊　磨（とうま）く　ん　R３.４.５　栄町２
綿谷　一志・美　緒　様　長女　珠　李（しゅり）ちゃん　R３.４.21　栄町２

★お誕生おめでとうございます★

世帯計女男

鴛泊

鬼脇

合計

人口のうごき（令和３年５月31日現在）

814

339

1,153

855

364

1,219

1,669

703

2,372

835

420

1,255

鈴 木 太 郎 さん

【出身地】神奈川県
【担当業務】栽培漁業、その他水産業に関わること
【趣味・特技】スキューバダイビング、スキー、バイク
【今後の抱負】
　•現在栽培漁業を行っている生物の生態を学び、漁獲高をあげたい。
　•海洋調査を行い、海底の地形・生態の把握をしたい。
　•PADIのIDC（インストラクターライセンス）を取得し、ファンダ
　　イビングの楽しさを広めたい。

地域おこし協力隊員を紹介するよ～♪地域おこし協力隊員を紹介するよ～♪
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